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八
、
志
賀
野
充
代
教
会
長
さ
ん
の
時
代(

平
成
四
年
～
平
成
六
年) 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

志
賀
野
教
会
長
さ
ん
は
初
の
仙
台
出
身
の
教
会
長
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
仙
台
教
会 

発
足
時
よ
り
、
救
い
救
わ
れ
の
僧
伽
作
り
に
挺
身
さ
れ
た
志
賀
野
教
会
長
さ
ん
を
お
迎
え
し
、 

婦
人
部
セ
ミ
ナ
ー
の
継
続
、
地
区
長
練
成
大
会
等
を
通
し
て
温
も
り
の
あ
る
仲
間
の
輪
が
広 

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
又
、
イ
ン
ド
仏
跡
参
拝
、
沖
縄
慰
霊
祭
に
は
奇
し
く
も
戦
後
五
十
回 

忌
参
拝
と
し
て
団
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
し
て
、
平
成
六
年
十
一
月
に
は
、
二
七
支
部
か
ら
二
九
支
部
体
制
に
支
部
の
再
編
成 

を
行
い
先
端
会
員
の
手
取
り
の
徹
底
を
図
ら
れ
ま
し
た
。 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
仙
台
教
会
発
足
五
十
周
年
に
よ
せ
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

志
賀
野
充
代 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

立
正
佼
成
会
仙
台
教
会
五
十
周
年
の
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
生
か
さ
れ
て
五
十
周
年
を 

迎
え
ら
れ
た
身
の
幸
せ
を
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。
創
立
と
同
時
に
始
ま
っ
た
佼
成
会
修
行 

の
行
脚
で
す
が
、
乳
呑
児
を
か
か
え
乍
ら
の
お
役
を
頂
き
右
も
左
も
分
か
ら
ぬ
ま
ま
茫
然
と 

す
る
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
多
勢
の
皆
様
と
の
関
わ
り
の
中
、
現
象
を
通
し
法
華
経 

精
神
が
少
し
ず
つ
体
解
出
来
た
道
程
で
も
あ
り
ま
し
た
。
体
解
す
る
ま
で
は
長
い
時
間
が
か 
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り
ま
し
た
が
、
皆
様
と
共
有
出
来
た
日
々
が
な
つ
か
し
く
、
相
馬
灯
の
如
く
浮
か
ん
で
ま
い
り 

ま
す
。 

開
祖
様
・
脇
祖
様
の
お
徳
を
頂
き
、
先
輩
の
皆
様
会
員
の
皆
様
の
お
力
を
頂
き
な
が
ら
お
役 

を
果
た
さ
せ
て
頂
い
た
事
が
昨
日
の
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。
六
十
歳
を
過
ぎ
て
、
教
会
長
の
大
役 

を
米
沢
に
頂
い
た
時
、
余
り
に
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
に
戸
惑
い
悩
み
ま
し
た
。
教
会
長
さ
ん
よ
り 

「
開
祖
様
の
ご
指
名
で
す
」
と
の
お
言
葉
に
感
謝
致
し
ま
し
た
が
、
何
処
か
仏
様
の
深
淵
に
飛 

び
込
め
な
い
私
の
心
を
、
仏
様
は
お
見
通
し
、
肺
炎
と
云
う
試
練
を
通
し
純
粋
に
仏
様
と
対
峙 

の
時
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
病
気
で
命
が
亡
く
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
思
い
つ 

い
た
時
、
死
ん
だ
つ
も
り
で
命
の
あ
る
限
り
お
役
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
念
じ
ま
し
た
。
タ
イ 

ム
リ
ミ
ッ
ト
の
迫
っ
て
い
る
私
は
、
お
医
者
様
の
お
許
し
も
な
く
、
無
理
に
退
院
し
米
沢
教
会 

で
お
役
を
さ
せ
て
頂
く
中
、
少
し
ず
つ
体
調
も
よ
く
な
り
、
本
当
の
意
味
で
の
信
仰
を
知
り
ま 

し
た
。
小
我
を
す
て
て
大
我
に
生
き
る
大
切
を
、
身
を
も
っ
て
体
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ 

の
心
境
は
、
す
ご
く
自
在
な
穏
や
か
な
も
の
で
し
た
。 

そ
の
後
、
仙
台
教
会
に
赴
任
に
な
り
、
二
年
間
お
役
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
退
任
の
年
三 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
五
周
年
式
典
を
前
に
し
て
、
前
日
よ
り
急
に
腰
が
動
か
な
い
状
態
に
な
り
、
お
役
人
生
の
最 

後
に
こ
の
現
象
を
頂
き
、
仏
様
の
お
慈
悲
を
忘
れ
た
私
の
驕
り
を
深
く
反
省
さ
せ
て
頂
き
ま
し 

た
。
信
者
さ
ん
よ
り
、
よ
い
お
医
者
さ
ん
を
紹
介
頂
き
き
ま
し
た
。
当
日
も
足
腰
が
お
ぼ
つ
か 

な
い
状
態
で
し
た
が
、
奇
跡
的
に
式
典
は
自
分
の
足
で
無
事
お
役
を
果
た
し
、
有
終
の
美
を
飾 

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
み
仏
様
開
祖
様
会
長
先
生
の
お
蔭
様
は
も
と
よ
り
、
会
員
一
同 
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の
結
束
の
お
蔭
様
と
、
一
人
一
人
に
感
謝
の
合
掌
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
心
境
で
し
た
。
あ
の
感 

動
、
あ
の
法
悦
が
今
も
心
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
連
平
和
使
節
団
の
一
員
と
し
て
、
又
イ
ン 

ド
仏
跡
参
拝
等
沢
山
の
お
手
配
を
頂
き
、
半
世
紀
近
く
も
社
会
浄
化
の
為
の
一
端
を
社
会
参
加 

出
来
た
事
は
、
最
高
の
果
報
者
と
感
謝
し
て
居
り
ま
す
。 

今
は
息
子
の
家
族
と
石
巻
に
住
ん
で
か
ら
三
年
目
に
な
り
ま
す
。
仏
様
が
常
住
に
有
形
無
形 

 
 
 
 
 
 
 
 

に
お
救
い
下
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
感
謝
を
保
ち
続
け
る
事
は
難
し
い
事
で
す
。
そ
れ
が
人 

間
の
悲
し
い
性
で
す
。
こ
の
際
、
病
気
と
云
う
一
つ
の
お
慈
悲
を
超
え
て
、
軌
道
修
正
が
出
来 

た
事
は
心
に
頂
い
た
功
徳
で
す
。
生
か
さ
れ
た
命
を
精
一
杯
使
い
切
る
、
そ
れ
が
本
当
の
心
の 

贅
沢
だ
と
日
々
有
難
く
過
ご
し
て
居
り
ま
す
。
最
後
に
、
皆
様
の
お
幸
せ
を
念
じ
つ
つ
私
の
信 

仰
人
生
の
総
括
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
」 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
五
十
周
年
記
念 

若
林
支
部
誌
よ
り
） 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

平
成
四
年 

十
二
月
八
日 

志
賀
野
充
代
教
会
長
就
任(

前
米
沢
教
会
長
） 

十
二
月
一
四
日 

白
石
法
座
所
に
大
御
本
尊
勧
請
、
ご
安
置
式 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
五
年 

一
月
一
日 

元
旦
初
参
り
式 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
が
開
幕 

 
 
 
 
 

二
三
支
部
か
ら
二
七
支
部
に
再
編
成 

 

一
月
二
八
日 

 
 

外
山
教
区
長
さ
ん 

ご
指
導
会 

二
月
三
日 

 
 
 

節
分
会
式
典
開
催 

二
月
十
五
日 

 
 

涅
槃
会
式
典
開
催 

 

三
月
一
日 

 
 
 

教
会
ご
命
日 

 

婦
人
部
コ
ー
ラ
ス
披
露 

四
月
八
日 

 
 
 

外
山
教
区
長
さ
ん
を
お
迎
え
し
降
誕
会
式
典
開
催 

五
月
十
日 

 
 
 

大
野
前
教
会
長
さ
ん
ご
来
道 

六
月
二
九
日 

 
 

支
部
長
教
育
実
施 

七
月
十
日 

 
 
 

福
富
元
立
花
産
業
社
長
お
説
法
会 

七
月
十
五
日 
 
 

盂
蘭
盆
会
式
典
開
催 

七
月
十
六
日 

 
 

婦
人
部 

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー 

（
蔵
王
ハ
イ
ツ
） 

～
十
七
日 
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八
月
二
九
日 

 
 

壮
年
部
Ｙ
Ｆ
（
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ザ
ー
）
会 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
幸
せ
に
な
る
た
め
の
家
庭
教
育
」 

 

講
師 

東
京
家
庭
教
育
研
究
所 

松
村
三
智
子 

九
月
十
日 

 
 
 

妙
佼
先
生
三
七
回
忌
法
要
開
催 

九
月
十
一
日 

 
 

婦
人
部 
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー 

（
蔵
王
ハ
イ
ツ
） 

～
一
二
日 

九
月
十
九
日 

 
 

地
区
長
練
成
開
催 
（
蔵
王
セ
ミ
ナ
ー
） 

十
月
九
日 

 
 
 

主
任
練
成
開
催 

十
月
十
二
日 

 
 

お
逮
夜
供
養 

 
 

 
 

十
一
月
五
日 

 

ハ
ワ
イ
教
会
よ
り
二
八
名
が
訪
問
し
交
流
会
開
催 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

十
一
月
十
五
日 

開
祖
さ
ま
米
寿
お
誕
生
会
式
典 

世
界
平
和
活
動
対
話
賞
受
賞 

 
 

十
二
月
十
日 

志
賀
野
充
代
教
会
長
イ
ン
ド
仏
跡
参
拝
出
発  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
二
月 

 
 
 

長
沼
基
之
理
事
長
退
任 

十
二
月
一
四
日 

白
石
法
座
所 

ご
本
尊
ご
安
置
式 

十
二
月
二
一
日 

角
田
法
座
所 

仮
ご
遷
座
式 
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【
平
成
四
年 

十
二
月
一
四
日 

白
石
法
座
所 

ご
本
尊
ご
安
置
式
】 

志
賀
野
教
会
長
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
田
、
荒
川
支
部
長 

白
石
、
角
田
の
会
員
さ
ん 

 

浅
野
総
務
部
長
、
飛
田
教
務
部
長 

 
 
 
 
 
 
 

福
島
よ
り
の
転
入
者
の
皆
さ
ん 
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【
平
成
五
年 

元
旦
初
詣
り
式
典
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左
か
ら
菊
地
支
部
長
さ
ん
、
佐
々
木
支
部
長
さ
ん
、 

浅
野
総
務
部
長
さ
ん
、
片
桐
支
部
長
さ
ん 
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【
平
成
五
年 

節
分
会
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
平
成
五
年 

涅
槃
会
】 

 
 
 
 
 

【
平
成
五
年 

三
月
一
日 

教
会
ご
命
日
】 

左
か
ら
鈴
木
さ
ん
、
伊
藤
さ
ん 

萩
谷
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、
新
井
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

婦
人
部
コ
ー
ラ
ス 
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【
平
成
五
年 

地
区
長
練
成
開
催 

（
蔵
王
セ
ミ
ナ
ー
）】 

右
か
ら
志
賀
野
教
会
長
さ
ん
、
及
川
支
部
長
さ
ん 

 
 
 

太
田
支
部
長
さ
ん
、
山
寺
支
部
長
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

蔵
王
ハ
イ
ツ
で
の
朝
の
体
操 
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【
平
成
五
年 

主
任
練
成
】 

 
 

久
保
支
部
長
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主
任
の
皆
さ
ん 
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【
平
成
五
年 

角
田
法
座
所 

仮
ご
遷
座
式
】 

前
列
左
か
ら 

笹
森
さ
ん
、
浅
野
総
務
部
長
さ
ん
、
飛
田
教
務
部
長
さ
ん 

後
列
左
か
ら
菅
野
さ
ん
、
尾
形
支
部
長
さ
ん 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

  

平
成
六
年 

一
月 

一
日 

元
旦
初
参
り
式
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
地
震 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

一
月
一
日 

内
田
昌
孝
が
第
二
代
理
事
長
に
就
任 

一
月
十
日 

 
 

 

妙
佼
先
生
ご
命
日 
長
町
ブ
ロ
ッ
ク
大
法
座 

一
月
十
四
日 

角
田
法
座
所
遷
座
式 

 
 
 
 
 
 
 
 

わ
ら
べ
太
鼓
命
名 

 

一
月
十
六
日 

 
 

成
人
式
開
催 

 
 

実
行
委
員
長 

真
壁
孝
典 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

誓
い
の
言
葉 
伊
藤
和
正
君 

千
葉
高
子
さ
ん 

一
月
二
十
日 

 
 

白
石
法
座
所
ご
命
日 

大
法
座 

一
月
二
四
日 

 
 

古
川
法
座
所
ご
命
日 

大
法
座 

二
月
三
日 

 
 
 

節
分
会
式
典
開
催 

二
月
十
五
日 

 
 

涅
槃
会
式
典
開
催 

三
月
五
日 

 
 
 

創
立
記
念
式
典
開
催
（
五
十
六
周
年
） 

 
 

 
 
 

 
 

三
月
一
日 

 
 

新
教
典
使
用
開
始 

四
月
八
日 

 
 
 

降
誕
会
式
典
開
催 

小
林
前
足
立
教
会
長
お
説
法 

 
 
 
 
 

 

四
月
十
三
日 

開
祖
さ
ま
直
子
夫
人
永
眠 

 

四
月
二
八
日 
 
 

普
門
の
日 

 

外
山
前
教
区
長
ご
講
話 

五
月
五
日 
 
 
 

伊
達
太
鼓 

わ
ら
べ
太
鼓 

発
表
会 

五
月
十
四
日 

 
 

青
年
の
日 

青
葉
祭
り
参
加 
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五
月
二
八
日 

 

長
町
道
場 

衛
星
放
送
開
始 

六
月
十
日 

 
 

 

戦
争
犠
牲
者
五
十
回
忌
法
要
式
典
開
催 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

六
月
一
日 

 

中
央
学
術
研
究
所
が 

「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
案
」
へ
の
見
解
発
表 

七
月
三
一
日 

 

仙
台
わ
ら
べ
太
鼓
初
披
露
（
広
瀬
体
育
館
） 

八
月
七
日 

 
 

 

伊
達
太
鼓
、
ま
と
い 

宮
町
夏
祭
り
に
参
加 

八
月
十
五
日 

 
 

戦
争
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
願
式
典
開
催 

九
月
八
日 

 
 

 

地
区
長
大
会
開
催 

九
月
十
日 

 
 

 

妙
佼
先
生
ご
命
日
式
典 
鴬
沢
前
教
会
長
お
説
法 

 

九
月
十
一
日 

 
 

教
会
防
災
訓
練
実
施 

九
月
十
八
日 

 
 

壮
年
部
結
集
大
会
開
催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

横
堀
裕
道 
 
 

 

十
月
一
日 

 

二
七
支
部
か
ら
二
九
支
部
に
再
編
成 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
一
月
三
日 

第
六
回
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
開
催 

十
一
月
三
日 

 

仙
台
教
会
発
足
三
十
五
周
年
記
念
式
典
（
参
拝
者
数
二
、
九
七
八
名
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
祝 

伊
達
太
鼓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

久
保
充
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
儀 

青
年
女
子
部
二
十
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部
晃
子 

（
古
川
支
部
）
石
川
康
代
（
泉
支
部
） 

佐
藤
絢
子
（
泉
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

後
藤
三
恵
子
（
北
支
部
） 

千
葉
真
樹
（
中
山
支
部
）
菊
地
千
恵
（
塩
釜
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

幸
田
昌
子
（
宮
城
野
支
部
）
相
田
恵
美
（
塩
釜
支
部
）
遠
藤
貴
子
（
岡
田
支
部
） 
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遠
藤
昌
子
（
岡
田
支
部
） 

泉
田
有
紀
（
太
白
支
部
）
鈴
木
沙
紀
（
中
央
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤
ゆ
か
り
（
角
田
支
部
）
小
林
直
美
（
鶴
ヶ
谷
支
部
）
佐
藤
桂
子
（
青
葉
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
野
嘉
美
（
青
葉
支
部
） 

七
浦
志
津
（
若
林
一
支
部
）
佐
藤
晃
子
（
太
白
支
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
沼
利
江
（
若
林
二
支
部
）
赤
間
祐
美
（
塩
釜
支
部
） 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
経
供
養 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
会
の
あ
ゆ
み 

 

浅
野
総
務
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
験
説
法 

 
 
 

飛
田
恭
世 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
話 

 
 
 

片
桐
克
修 

理
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

祝
辞 

 
 
 

衆
議
院
議
員 

三
塚
博 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
岳
院
住
職 

吉
田
正
賢
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

謝
辞 

 
 
 

志
賀
野
充
代
教
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

十
一
月
十
五
日 

 

開
祖
さ
ま
お
誕
生
会
開
催 

 
 

十
一
月
十
七
日 

庭
野
日
鑛
会
長
先
生
が 

庭
野
光
代
さ
ま
を
会
長
後
継
者
に
指
名 

法
名
「
光
祥
」
を
発
表 

十
二
月
一
日 

志
賀
野
充
代
教
会
長
退
任
式 

十
二
月
五
日 
 

志
賀
野
教
会
長
送
別
会 

十
二
月
八
日 

 

成
道
会
式
典
開
催 

 



 229 

【
平
成
六
年 

元
旦
初
詣
り 

奉
献
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
平
成
六
年 

成
人
式
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

誓
い
の
言
葉 

伊
藤
和
正
さ
ん 

 
 
 

 
 

 



 230 

【
平
成
六
年 

白
石
法
座
所
ご
命
日 

大
法
座
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
平
成
六
年 

古
川
法
座
所
ご
命
日 

大
法
座
】 

 

 
 

 

  



 231 

【
平
成
六
年 

節
分
会
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
平
成
六
年 

涅
槃
会
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

【
平
成
六
年 

創
立
記
念
式
典
】 

左
か
ら 

佐
々
木
さ
ん 

星
さ
ん 

新
井
さ
ん 

 
 
 
 
 

白
石
支
部
佐
藤
さ
ん
体
験
説
法 

 
 
 

左
か
ら
笹
口
さ
ん 

立
花
さ
ん 

我
妻
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

加
藤
さ
ん 

加
藤
浩
さ
ん 

樋
口
さ
ん 

 
 

 
 

 

 



 232 

【
平
成
六
年 

降
誕
会
】 

 

 
 

 

 



 233 

 

【
平
成
六
年 
伊
達
太
鼓 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

【
平
成
六
年 

青
年
の
日 

青
葉
祭
り
参
加
】 

 
 
 
 
 
 

わ
ら
べ
太
鼓 

発
表
会
】 

 
 
 
 
 
 

 
 

一
番
町
で
ま
と
い
披
露 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
部
長
さ
ん
た
ち
の
姓
名
鑑
定
は
大
人
気 

 
 
 

 
 



 234 

【
平
成
六
年 

伊
達
太
鼓
、
ま
と
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
平
成
六
年 

地
区
長
大
会
】 

宮
町
夏
祭
り
に
参
加
】 

 
 

 

 

 



 235 

【
平
成
六
年 

防
災
訓
練
】 

 
 
 
 
 
 
 

【
平
成
六
年 

壮
年
部
結
集
大
会
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

横
堀
さ
ん
体
験
説
法 
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【
平
成
六
年 

教
会
発
足
三
五
周
年
式
典
】 

 

ご
名
代 

片
桐
克
修
理
事
様 

司
会 

久
保
支
部
長 

 
 
 
 

説
法 

飛
田
教
務
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女
子
部
奉
献 

 
 

 

 



 237 

（
平
成
六
年 

教
会
発
足
三
五
周
年
式
典
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
場
は
一
階
か
ら
三
階
の
廊
下
ま
で
満
員
で 

 
 

祝
賀
会 
ホ
テ
ル
仙
台
プ
ラ
ザ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
鼓
・
ま
と
い
で
お
出
迎
え 

 
 
 
 
 
 

駐
車
場
に
も
席
が
設
け
ら
れ
ま
し
た 

 
 
 
 
 

 
 

 

 



 238 

【
平
成
六
年 

志
賀
野
教
会
長
さ
ん
退
任
式
・
送
別
会
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
か
ら
佐
々
木
さ
ん
、
飛
田
さ
ん
、
浅
野
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

志
賀
野
教
会
長
さ
ん
、
佐
々
木
さ
ん
、
宮
島
さ
ん
、
中
鉢
さ
ん 

 
 

 

 


